






























































































































Freund, Sommer, gut, singen, trinken




The man has a book. でも、I know the man. 
でも、the manはthe man のままです。ところがド
イツ語では、最初の文はDer Mann hat ein Buch.








































































































































































































































































































































































































































































うのに似ていて、英語でいえば I （私が）が me （私を）
に変化するということ。格変化の「格」とは、英語に






















































































































































































































































































































































































































































私　は　  毎日　 放課　  後　 図書館 　 で
 ナ   ヌン    メイル    バングァ    フ    トソグヮン     エソ
勉強　  を   して 　いる。




















































































































































































































































































































































































































































































































































































Adiós,hasta la vista.（さようなら、また今度） 教
室で会いましょう。
写真提供：スペイン政府観光局
ガウディのサグラダ・ファミリア教会（バルセロナ）
楽しく学びましょう！
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人文学類の専門教育はコ スー別に行われますから、コ スーごとの指示を挙げます。
なお、ここに指定された言語を履修していなくても、コ スー分属は可能です。その場合はコ スー担当教員の指示
に従って当該言語を学習することになります。
学域・学類別履修上の注意
人間社会学域　人文学類のみなさんへ
心理学コース
心理学 特に指定する科目はありません。
人間科学コース
社会学 ドイツ語またはフランス語を履修することが望ましい。
地理学 特に指定する科目はありません。
哲学・人間学
ドイツ語、フランス語、ギリシア語、ラテン語のうち少なくとも1つを履修する
ことが望ましい。
フィールド文化学コース
フィールド文化学 特に指定する科目はありません。
歴史文化学コース
日本史学 特に指定する科目はありません。
東洋史学
中国語を履修することが望ましい。中国史以外を研究したい場合は該当する地域
に関連する言語を履修することが強く望まれます。
（注）例えば、朝鮮史であれば朝鮮語、東南アジア史であればフランス語、中央
アジア史であればロシア語になります。
西洋史学
研究したいテーマに関するヨーロッパ諸言語を１つ以上履修することが望ましい。
（注）たとえば、古代ギリシア史であればギリシア語とドイツ語、中世史であれば
ラテン語とドイツ語またはフランス語、フランス革命史であればフランス語とい
うことになります。分属までに初級文法はしっかり習得しておいてください。もち
ろん分属後の関心に応じて、これらの言語を履修することも可能です。
言語文化学コース
日本語学日本文学 特に指定する科目はありません。
中国語学中国文学
中国語を履修することが望ましい。
（注）未履修の場合、自力で中国語検定（準４級でも可）を取得してくる学生は特
に歓迎します。
英語学英米文学 フランス語またはドイツ語を履修することが望ましい。
ドイツ語学ドイツ文学 ドイツ語を履修することが望ましい。
フランス語フランス文学
フランス語を履修することが望ましい。
（注）１年次中にフランス語検定試験４級を取得しておくことが望ましい。
言語学
大学院受験の可能性のある人は、英語以外にドイツ語またはフランス語を履修す
ることが望ましい。ギリシア語またはラテン語など、広く言語科目を履修するこ
とも勧めます。
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初習言語の選択は、みなさんの自由意志に任されています。各学類の専門科目には、特定の初習言語を履修し
ていなければ受講できないという科目はありません。しかし、専門科目を履修する上で必要度の高い言語もあります。
以下、このガイドブックを作成する時点で判明しているところを挙げておきます。
人間社会学域　法学類・経済学類・学校教育学類・地域創造学類・国際学類のみなさんへ
理工学域・医薬保健学域のみなさんへ
初習言語は完全に自由選択です。初習言語に興味がある人は、４月の履修ガイダンスを参考に時間割の許す範
囲で履修してください。
法学類
　法学類の専門科目のうち、下表に掲げるものは、それぞれの分野の由来や研究対象、研究方法など、何らかの形で各初習言語と関
係を有します。授業そのものは、初習言語の履修や単位取得の有無を履修の条件としていませんが、初習言語を履修しておくことで、
より正確かつ深い理解につながる可能性がひらけます。
ドイツ語
法理学、法思想史、西洋法制史、憲法、行政法、刑法、民法、民事訴訟法、労働法、
政治思想史、外国書講読
フランス語
西洋法制史、法思想史、憲法、行政法、国際法、民法、国際私法、刑事訴訟法、
政治思想史、外国書講読
中国語 東洋法制史
ラテン語 西洋法制史、法思想史
ギリシア語 法思想史
国際学類
国際社会コース
特に科目指定はしませんが、第２志望のコースが薦める言語を履修するのがよい
でしょう。
日本・日本語教育コース 特に科目指定はしません。
アジアコース 中国語・朝鮮語・ロシア語のいずれかを薦めます。
米英コース ドイツ語・フランス語のどちらかを薦めます。
ヨーロッパコース ドイツ語・フランス語・スペイン語のいずれかを薦めます。
経済学類
　経済学類の学生は、２年次に「経済理論・経済政策コース」「経営・情報コース」「比較社会経済コース」の３コースのいずれかに
所属する。初習言語を選択するに当たっては、各自の関心や２年次から専門的に学習したいと思うコースの教育目的と内容に関連づ
けることが望ましい。
　とりわけ「比較社会経済コース」では、アジア地域やヨーロッパ地域を重点的に学ぶことになるので、アジア地域の歴史や経済事
情に関心のある人は中国語や朝鮮語を、ヨーロッパ地域の歴史や経済事情に関心のある人はヨーロッパ系言語を履修すれば、このコー
スに進んだ場合、大いに役立つ。
　また「経済理論・経済政策コース」「経営・情報コース」に進んだ場合も、アジア地域やヨーロッパ地域が具体的な事例・モデルと
して頻繁に登場する。したがって、まずは学生自身の関心に引きつけて初習言語を選択し、学習した知識を持続・深化させつつ、コー
スへと進んでいくことが何よりも大切である。
学校教育学類 初習言語は必修ではありませんが、各自の関心に応じて履修することが望ましい。
地域創造学類 特に科目指定はしません。各自の関心に応じて履修してください。
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